
農業農村整備事業の効果



事 業 種 地区数 実施年

開墾建設事業 ７地区 S21～S44

総合かんがい排水事業 １地区 S34～S43

農地開発事業 １６地区 S37～H9

畑地帯総合パイロット事業 ２地区 S43～H12

総合農地開発事業 ４地区 S44～H1

草地開発事業 １０地区 S41～H11

国営総合農地防災事業 ２地区 H11～H23

直轄明渠排水事業 ７２地区 S16～

国営かんがい排水事業 ８地区 S56～

国営農地再編整備事業 ４地区 H2～

国営造成土地改良施設整備事業 ６地区 H4～

国営施設応急対策事業 1地区 H28～

これまでの国営土地改良事業

○ 帯広開発建設部 国営完了地区（133地区、R4年度末時点）
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○ 十勝管内の耕地面積は、明治16（1883）年の入植からの開墾等により、現在は約26万ha規模となっており、北
海道の約1/4の広さとなっています。
○ この内、農業農村整備事業による農地や草地の造成は、全体面積の約２割（51千ha）となります。
〇 近年は、農地の再編整備事業として、ほ場の大区画化等の整備を進めております。

排 根

不陸均し

【 農地造成の状況 】

参考 国営事業の造成開始までの流れ
昭和21年 新憲法の制定(郡県制度の改正で道庁が地方自治に改組)
昭和25年 北海道開発法の制定、北海道開発庁発足
昭和26年 北海道開発局の設置（国営事業実施の体制）

【 十勝管内の耕地面積の推移 】

十勝管内における農地や草地の整備状況

国営事業による
造成開始 S25

開墾開始
M16

51,000haを事業で造成
（全体の約２割）

東京23区km2の約8割の
広さに相当します。
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大区画ほ場に対応したキャベツ収穫機（全
国初）の導入により、加工用キャベツの生産
が大幅に拡大。

地域農業への波及的効果
事業工期 ：平成21年度～平成30年度
関係市町村：鹿追町、音更町
主要工事 ：区画整理（2,071ha）

農地造成（6ha）

事業概要
■ 国営事業により区画整理と農地造成を一体的に整備
■ ほ場の大区画化や暗渠排水等の基盤整備を実施

基盤整備の内容

農地の再編整備 ~ 国営農地再編整備事業「中鹿追地区」

○ 区画整理と農地造成の一体的整備により、コントラクターを核とした効率的な農業生産体制を確立。
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移植機・収穫機の導入により省力化

■ 排水路の再配置も含むほ場の大区画化・整形化等によ
り、大型機械による営農作業が効率化された。

■ 特に牧草は、コントラクター収穫機の大型化にも対応し、収
穫作業時間が約６割削減された。

ほ場の大区画化による営農作業の効率化

排水で分断されたほ場 区画整理後のほ場

収穫幅3.0m

収穫幅8.0m

大型機械の導入～牧草
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ばれいしょ てんさい 小麦 牧草

代表的な作物の収穫作業時間

整備前

整備後

約３０％減

約２８％減

約１８％減
約５７％減

※ 帯広開発建設部調べ
※ 整備前･･･H23年調査（牧草のみＨ２５年）、 整備後・・・H28年調査

(hr/ha)

■ 事業着工後、農業生産額は順調に伸
び、H29年度には過去最大の233億円と
なった。

■ 耕種作物全体の農業生産額は、事業着
工前と比較して、農業生産額42％増加

農業産出額の増加

鹿追町の農業生産額の推移

鹿追町の農業生産額（耕種作物抜粋）

※ 農業生産額は鹿追町資料より整理
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2015年1955年頃

直轄河川

道河川

土地改良

凡　　例

整備区分
昭和30年

(1955)
平成27年

(2015)

直轄河川 159km 286km

道河川 24km 710km

国営土地改良 53km 1,213km

合計 236km 2,209km

排水路・河川等の整備延長

【 十勝管内の排水路・河川等整備の推移 】

○ 十勝地域の農地は、平坦な地形に火山性土(黒ボク土)、褐色森林土、灰色低地土等の土壌で占められており、
基礎的な条件整備として排水改良が重要である。
〇 これまで、農業農村整備事業や河川改修事業による排水路等の整備延長は約２千㎞に及びます。

十勝管内の農業農村整備事業（排水整備状況）
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降雨時の湛水被害状況（ばれいしょ）

流下能力不足により基幹排水路からの溢水

老朽化等によりめくれた護岸ブロック

項目 日降雨量 降雨連続時間 雨量強度 降雨形態 単位排水量

前歴（S41） ９８ mm/日 ２４ hr 14.7mm/hr 中央山型 ０．７８ m3/s/km2

近年（H20） １２９ mm/日 ２１ hr 22/8mm/hr 後方山型 １．７５ m3/s/km2

【 降雨形態の変化 】（上士幌地区の場合）

○ 十勝地域の排水路は、初期整備から３０年近くが経過しており、排水施設の老朽化と併せて、近年の降雨形態の
変化等によるピーク流出量の増加などから、農業被害が発生している状況。
○ 十勝農業生産力の維持・向上には、これら基幹排水路の計画的な長寿命化と更新整備が必要。

十勝管内における排水整備の必要性①

【 排水路の機能不足による被害 】

近年の降雨形態が変化
し、新たな排水被害の発
生要因となっている。

前歴事業の降雨形態
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○ 排水路と併せて暗渠排水を整備することで、農地の湛水被害、過湿被害が解消され、農作業の効率化、土地生
産性の向上、高品質農産物の安定生産、農業経営の安定化が図られる。

十勝管内における排水整備の必要性②

【 排水路、暗渠排水の整備状況 】【 排水路、暗渠排水の整備イメージ図 】

排水路の断面が小さく大雨のときに溢水 玉ねぎ畑に水が湛水 排水の悪い農地で作業効率が低下

【 農地の湛水被害、過湿被害 】
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十勝の農業産出額
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（資料）排水路整備延長は帯広開発建設部資料、農業算出額はH17迄は農林水産統計年報、H22以降はJA取扱高

○ 排水路と併せて暗渠排水を整備することで、農地の湛水被害、過湿被害が解消され、農作業の効率化、土地生産
性の向上、高品質農産物の安定生産、農業経営の安定化が図られる。

十勝管内における排水整備の必要性③
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長いもの品質と収量が向上 地域ブランド化を確立

～輸出のきっかけは豊作貧乏からの脱却～

地域作物に対応した排水整備の実施

■国営事業による基幹排水路の整備
■道営関連事業による支線排水路と
深暗渠を整備

基盤整備の内容

十勝川西長いもの作付面積と輸出額の推移

南帯広地区の実施
S63～H15

事業進捗に伴い
作付面積が増加

品質と収量が向上
海外輸出も開始

事業工期 ：昭和63年度～平成15年度
関係市町村：帯広市
受益面積 ：４，３３０ｈａ
主要工事 ：排水路３８㎞

事業概要

整備前は、湿害による
長いもの品質低下が課題。

事業実施前
事業により、長いもの深暗渠に

対応した排水整備を実施。

事業実施後

○ 「長いも」の深暗渠に対応した排水整備により、品質と収量が向上し、地域ブランドとしての産地化に寄与。

排水改良の効果 ~ 直轄明渠排水事業「南帯広地区」
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干ばつ被害状況の掲載記事
R1/5/23 十勝毎日新聞

畑がカラカラで、植
えた作物が表土と
一緒に飛ばされて
しまった・・・

干ばつ被害状況（生育が不ぞろい）強風による表土飛散状況

干ばつ被害状況

リールマシンによる散水

〔事業によるかんがい施設の整備により〕
畑地かんがい施設を利用した農業用水の安定供給が可能に。
高収益作物の生産拡大を通じた産地収益力の向上に寄与

○ 畑地かんがい施設が未整備な地域では、農業用水は主に降雨に依存。営農上の支障になっています。

十勝管内における畑地かんがいの必要性①

天候に左右されず、
営農も安心！

【 地域の営農課題 】

生産量の差

かん水有り かん水無し

かん水の有無で
収量に差

かん水の有無による生育比較（ばれいしょ）

農産物の海外輸出・高収益作物の作付
けを推進
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干ばつ被害状況（生育が不ぞろい）

○ 畑地かんがい施設が未整備な地域では、農業用水は主に降雨に依存。営農上の支障になっています。

十勝管内における畑地かんがいの必要性②
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干ばつ被害状況（令和３年度）

ばれいしょの
干ばつ被害状況（R3.7）

平年の状況
(R2.7)

3,342
Kg/10a 2,448

Kg/10a

6,128
Kg/10a

4,400
Kg/10a

ばれいしょ だいこん

28％減少27％減少

平年
(H25～H30)

干ばつ年
(R3)

平年
(H25～H30)

干ばつ年
(R3)

※帯広開発建設部調べ

十勝管内における令和３年度の干ばつ状況について、帯広気象観測所の気象データによると、「かんがい期」（5月～8月）にお
ける降雨5mm未満の干天日数は、期間の約9割にのぼり、連続干天日数の最大は26日と1ヶ月弱無降雨状態となるなど厳しい
干ばつ状況でした。そのため、干ばつの影響を受けた作物の収量低下が確認されています。

最大連続
干天日数

連続干天日数
15日以上発生回数

帯広気象
観測所

107日 87% 連続26日 2回

干天日数
（123日中）

干ばつ状況（R3.5.1～R3.8.31)

かんがい期の降雨量
かんがい期（５月～８月）の降雨量につ
いて、近年はゲリラ豪雨により平均よりも多く
なる年がある一方で、300mm以下となるよ
うな小雨となる年も直近10年で２回あるな
ど、干ばつのリスクも存在しています。

※「5月～7月の降水量が250ｍｍ以下」が、かん水の
必要性の目安とされています



・ リールマシンは、先端にスプリンクラーを取り付けた台車と
ホースを巻き取る大型リールで構成されます。
・ かん水を開始すると、大型リールが自動的にホースを巻き
取りながら台車が移動します。

【 リールマシン（大型リール）】 【 給水栓（ほ場内）】

【 スプリンクラーの種類 】

【 多目的給水栓 】

・ かん水幅が広く、畑作全般に適応。

レインガン方式

・ ファームポンドからパイプラインでほ
場まで運ばれた用水を利用する設
備。地下埋設管からの立上り管とバ
ルブで構成されます。

・ 給水栓の機能を持ち、さらに、散水タ
ンク車や農薬散布機への給水作業に
も利用されます。

ブーム方式
・ 霧状に散布され、野菜全般に適応。

○ かんがい用水の安定供給により、作物に適したかんがいが実践されています。

畑地かんがい施設（ほ場にかん水するための設備）

11



【 リールマシーンよるかん水状況 】
玉ねぎへのかん水（ブーム方式）

小麦へのかん水（レインガン方式）

てん菜へのかん水（レインガン方式）

ブロッコリーへのかん水

【 多孔管よるかん水状況 】

【 ハウス内でのかん水状況（育苗）】

○ かんがい用水の安定供給により、作物に適したかんがいが実践されています。

畑地かんがいの実践状況（リールマシンなどを利用しています）
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てんさい

【 多目的給水栓から給水 】【 スプレイヤーによる薬液散布 】

ばれいしょ

3.6tのけん引式スプレイヤー（給水時間は10～20分）

作物名 ばれい
しょ

てんさい 豆類 小麦 長いも

防除等
回数

7～10回
程度

5～6回
5～7回
程度

5回程度 6回程度

○ 病害虫の防止に農薬を散布する場合、かんがい施設を利用して、水に混ぜて薬液を散布。
○ 防除作業は、多目的給水栓からスプレイヤーに給水し散布。

畑地かんがいの実践状況（防除用水としても利用されます）
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幕別町の農業産出額

153.8億円

245.22億円

（事業実施前） （事業実施後）

（億円）

玉ねぎの収穫

玉ねぎの生産量の増加に伴い、事業完了
後に玉ねぎ用の貯蔵庫及び選果ラインが新
設され、地域の雇用機会が拡大。

地域雇用の拡大

17

450

0

100

200

300

400

500

昭和５８年 平成２５年

（人）
ＪＡ幕別町

野菜集出荷施設雇用者数

レタス 全道１位
キャベツ 全道２位
だいこん 全道２位
はくさい 全道５位
玉ねぎ 全道１５位 など

幕別町の野菜作付面積（H26産）

■高収益な野菜の作付け増加や、10a当たり収量の増加
■幕別町の農業産出額は、事業実施後に1.6倍増加

農業産出額の増加

事業工期 ：昭和58年度～平成20年度
関係市町村：中川郡 幕別町
主要工事 ：貯水池 １箇所

用水路 １５．２ｋｍ
排水路 ５．７ｋｍ

事業概要

玉ねぎのかん水状況 集出荷施設における作業状況

■国営事業による貯水池、基幹用排水施設を整備
■道営関連事業により、支線用水路と畑かん施設を整備

基盤整備の内容

○ かんがい排水事業による農業用水の安定確保で、北海道でも有数の野菜産地を確立。

畑地かんがいの効果 ~ 国営かんがい排水事業「幕別地区」
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